
R 3 年 11 月 22 日

担当者南條智子 電話番号

１ 開催日時 令和 3 年 11 月 22 日　 14:00 ～15：00

２ 開催場所

３ 出席者

　人

職員
　人

４ 活動状況報告

５ 活動状況に関する評価

６ 主な要望、助言等
①
②
③
④

７
①
②
③
④

８ その他特記事項

オンライン　電話連絡等を最大限に活用しながら事業所運営に活かせるように意識して取り組んでいき
たいと思います。
　　　

新型コロナウイルスの影響もあり、今回の運営推進会議についても、書面にての報告と
させて頂きました。
なかなか以前のような交流が難しく運営推進会議の運営にも影響が出ているように感じます。

要望、助言に対する考え方

マニュアルの充実化を図る。目的を考えながら行動できるよう普段から意識する。
備蓄の保存場所を再確認。災害時にそなえ天気予報や本社との連携をとり先先に予測行動対応をする。
行事予定にも組み込み普段から慌てないように事業所内で利用者様も巻き込み対応していく。
事業所内で訓練を対応しても評価が事業所内になり意見が狭まってします傾向にある。
そのため職員間の連携をより密にし、チームワークが発揮できるように再々意見交換は継続し、研修等で
知識向上を目指していく。

避難訓練と風水害では１F→避難（火災）　１Ｆ→２Ｆと動きが変わる。
風水害時の備蓄品対応等確認が必要
半年に１回は確認しているが、何度対応してもよいと思われるので、行事にも組み込み対応していく。
少し落ち着きをみせつつあるが、コロナの影響で人の出入りに制限がかかっている。事業所外からの
意見交換が聞き取りにくい状況にあるため、せめて事業所内での意見はしっかり統一を図っていく。

避難訓練・風水害(自主訓練)

杉野弘昭(介護職員)
平川乃愛(介護職員)

　別紙のとおり

樋野榮子(利用者)
南條智子(管理者)

6 宮本千代子(看護師)

小林　蓉子（利用者）
池田　泰愃（利用者）
今井公子(利用者)

藤井　洋子（利用者）
金子　澄子（利用者）
奥田　香代子（利用者）

海の家すずらん　

井原智代子（利用者）
9 山内　タミコ（利用者）

(共通様式2）

運営推進会議等開催報告書

事業所名 小規模多機能型居宅介護　海の家すずらん

089-979-7776


